
  
 
 
訪米報告会  

 

    名護市 企画部 広報渉外課 

       

次第 
19：00 開会 

19：00 ～ 19：45 訪米報告 

   ・・・稲嶺 進氏（名護市長） 

19：45 ～ 20：00 訪米報告 

   ・・・渡久地 修氏（訪米団団長） 

20：00 ～ 20：10 質問用紙回収 

20：10 ～ 20：30 質疑応答 

20：30 閉会 

 



 訪米行動の目的 

 普天間飛行場の辺野古移設問題については
、2014年に行われた名護市長選挙、名護市
議会議員選挙、沖縄県知事選挙、さらには衆
議院議員選挙のいずれの選挙においても辺野
古新基地建設に反対する候補者が当選し、名
護市民・沖縄県民の明確な民意が示された。 

 今回の訪米は、沖縄の代表である翁長県知
事と地元の名護市長が共に訪米することで、
これまでとは違う沖縄の状況を米国に直接伝
えるとともに、辺野古新基地建設反対を強く
訴える。 
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新基地建設に反対する理由 
 

・自然環境の保全（沖縄県が「自然環境の厳正
な保護を図る区域ランクⅠ」に指定） 
 

・米軍基地の過重負担（戦後70年間） 

（国土の0.6％に74％の米軍専用施設） 
 

・県民の明確な反対の民意（昨年の主な選挙の 

 結果、５．１７県民大会） 
 

・県民の民意・人権を無視した基地建設強行 

 （民主主義の崩壊） 

 

 2 



主な面談先等 

 

○連邦議会議員等 

 上院・下院軍事委員、歳出委員、外交委員等、 

 ハワイ州知事 

○シンクタンク・有識者等 

 ブルックキングス研究所、ジョージ・ワシントン大学、 
新アメリカ安全保障センター、外交問題評議会 

 

○名護市主催ワークショップ 
 

○ホワイトハウス前での辺野古反対呼びかけ活動 
 

○メディア関連 

 ラジオ番組「クリアリング・ザ・フォッグ」 
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那覇空港出発の様子 

4 
那覇空港ロビーにて（５月２７日） 

 



 ハワイの主な日程 

 

○ ハワイ選出の上院・下院議員との面談 

 

○ ハワイ沖縄センターにおける翁長知事講演 

 

○ デービット・イゲ ハワイ州知事との面談 
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上院議員・下院議員との面談 
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○ メイジー・ヒロノ上院議員（軍事委員会）  

     「日米ですでに合意されており、米国は 

      日本の国内問題には関与しない。日本政府 

      は沖縄の人々の声にもっと耳を傾けるべき」 
 

○ トゥルシー・ガバッド下院議員（外交委員会） 

      「初めて聞くことばかりだ。沖縄の人が言う 

      ことが理解できる。重要なメッセージを 

      直接聞くことができた」 
 

○ ブライアン・シャーツ上院議員（歳出委員会） 

      「沖縄の人が懸念していることを直接聞く 

      ことで理解が深まった。地元の支持がな 

      ければ長期的に機能しないのでは」 

  

   

 

 

※ 写真は米議会 
 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより抜粋 



ハワイ沖縄センター訪問 

7 ハワイのウチナーンチュと訪米団 



翁長知事講演（ハワイ沖縄センター） 

8 約２００人の県系人らが知事講演に参加 （５月２８日） 
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デービット・イゲ ハワイ州知事との面談 

 

デービッド・イゲ州知事 

「沖縄の状況は理解できるが、基地に関すること
は日米の政府が決めること。在沖海兵隊のハワイ
移転については、両政府間で決定されれば実施に
向けて協力したい」 

 

 

 

 

 



ワシントンＤＣでの主な日程 

○名護市主催ワークショップ 
 

○米国下院議員との面談 
 

○シンクタンク・有識者等 

 ブルックキングス研究所、ジョージ・ワシントン大学、 
新アメリカ安全保障センター、外交問題評議会 

 

○ ホワイトハウス前での辺野古反対呼びかけ活動 
 

○ メディア関連 

 ネットラジオ番組「クリアリング・ザ・フォッグ」 

○ その他 

 県系人有志による夕食会、沖縄コレクション・セレモ
ニー、レセプション （ジョージ・ワシントン大学） 
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名護市主催ワークショップ 
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＜ワークショップ参加者の声＞ 
・日本が負担している基地維持のための経費を米国に負担させるよう
にもっていけば、経費削減を目指している米国議会は当然容認しない。 
・2016年大統領候補の中のリベラル派に訴える。基地が人権を蹂躙
していること、自然保護の観点等を絡めて政治的な主張の中に盛込ん
でいく。 
 

マーガレット・フラワーズ氏 
 

稲嶺市長が資料を使って現状を説明 
 



名護市主催ワークショップ 
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＜ワークショップ参加者の声＞ 
 
・戦争の経験から、この基地は絶対に進めてはならない。韓国済州島 
 とともに一つの家族となって抗議活動を続けていきたい。70年も 
 苦しんできたことに米国人が責任を感じなければならない。 
・辺野古の海に対する国際的な協力体制があるか。あれば沖縄に行き 
 たい。 

参加者から様々な意見があった 
写真はｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ兼通訳のﾚｲﾁｪﾙ・ｸﾗｰｸ氏 

 

マスコミ各社の取材 
 



ワシントン県系人有志による夕食会 

13 カチャーシーで交流（５月３１日） 
 



米国下院議員との面談 
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グレゴリオ・サブラン下院議員（北マリアナ諸島選出・サイパン） 
※ 通訳はサンディー・アリッツアさん（ノーム・チョムスキー氏の孫） 



米国下院議員との面談 
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ハンク・ジョンソン下院議員 
 

サンフォード・ビショップ下院議員 
 

＜議員からの主な意見＞ 
・以前に普天間も辺野古も視察したが、あの海を埋立てて滑走路を造 
 ることは理解しがたい。 
・２プラス２、首脳会談でも合意済み。沖縄の気持ちは理解できるが、 
 日本政府に訴えるべきだ。 
・マリアナ諸島（テニアン含む）も同じ問題を抱えているので、沖縄 
 の人々の気持ちを理解できる。反対を続けてほしい。 
  



16 

提供：琉球新報 提供：沖縄タイムス  

海上保安庁の過剰警備（説明資料） 



抗議・集会の様子（説明資料） 
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提供：沖縄タイムス  提供：琉球新報 



シンクタンク研究員等との面談 
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＜研究員等からの主な意見＞ 
・現実的には、普天間をこのまま使うか、辺野古移設しかない。 
 沖縄の負担が多すぎるのは理解できるが、別の解決策がない。 
・辺野古の工事に賛成できない。別の選択肢があると思う。 
 こうして沖縄の現状を伝える事は意味がある。 
・高いレベルで既に合意されてる。日本の国内問題と言える。 

 
 

パトリック・クローニン氏 
（新アメリカ安全保障センター） 

 
 

 
 

マイク・モチヅキ教授 
（ジョージ・ワシントン大学） 

 
 



ホワイトハウス前での反対呼びかけ活動 
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多くの旅行客等が訪れるホワイトハウス前 
 
 



ホワイトハウス前での反対呼びかけ活動 

20 ｽﾃｨｰﾌﾞ・ﾗﾌﾞｿﾝ教授(ﾌﾞﾗｳﾝ大学）の説明を熱心に聴く少女 



ホワイトハウス前での反対呼びかけ活動 

21 ご協力いただいた、ﾚｲﾁｪﾙ・ｸﾗｰｸさん、紀子ﾍﾗｰさん、ｽﾃｨｰﾌﾞ・ﾗﾌﾞｿﾝ教授 



ホワイトハウス前での反対呼びかけ活動 
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賛同者と一緒にアピール 

 



ラジオインタビュー（ホワイトハウス前） 

23 ネットラジオ番組 「クリアリング・ザ・フォッグ」ホームページより 



ラジオインタビュー（ホワイトハウス前） 

24 
ｲﾝﾀﾋﾞｭｱｰはﾏｰｶﾞﾚｯﾄ・ﾌﾗﾜｰｽﾞ氏（ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟにも参加）。 



記者会見 

25 
知事会見（６月３日） 

 
  



記者会見 

26 
稲嶺市長と渡久地団長 

 
  



那覇空港に到着 

27 
    那覇空港ロビー（６月５日） 

 
  



訪米の成果と今後について 

「辺野古に基地は造らせない」という知事の強い意志
を伝えた。歴代の知事で自身のことばで「辺野古はつ
くらせない」を明確に伝えた人はいないのでは。 

 

これまでは「要請」という“お願い”の意味だったが
、今回は“主張する”というところで違いがある。 

 

今後、第三者委員会の答申が出てきた時に第二段階が
出てくる。その時に新たな動きが出るのでは。 

 

沖縄県とも連携をとり、市長権限、知事権限を市民・
県民のために有効に行使しながら、新基地建設阻止に
向けて取り組んでいく。 
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     訪 米 報 告  
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